
 

1 

資料３－２ 

福島県水環境保全基本計画の改定について 
令和３年２月１日 

水・大気環境課 
１ 計画の概要等 

 (1) 計画策定の経緯等 

・ 平成８年３月に本県の豊かな水環境を将来にわたって保全し、引き継いでい

くための総合的施策を示す計画として策定された。 

・ 上位計画である福島県総合計画及び福島県環境基本計画の実現に向けて水環

境の面から取り組んでいく計画である。 

・ 平成２２年度、２４年度に水質の状況や県政世論調査の結果などを踏まえ改

定された。 

・ 福島県生活環境等の保全に関する条例第５条に基づく計画である。 
 
 (2) 現在の計画の実施期間 

平成２５年度から令和２年度（平成３２年度）の８年間 
 
 (3) 現在の計画の概要 

ア 基本目標 

 本県が誇る「清らかに流れる川、紺碧
こんぺき

の湖、潮目
し お め

の海」の中で、人々と水と

のさまざまな関わりや多様な生物の共生を身近に感じられる「ほんとの川 ほん

との湖 ほんとの海」の実現 
イ 水質保全目標 

    基本目標の達成状況を具体的に表現したものとして、水質保全目標を設定。 
ウ 基本理念 

    総合的かつ計画的な施策を進めるための理念 
エ 基本方針 

基本理念を踏まえた水環境保全施策の柱となる方針 
オ 施策の数値目標 

施策項目の達成状況を具体的に表現したものとして、施策の数値目標を設定。 
 基本目標 

ほんとの川 ほんとの湖 ほんとの海 

 

  

  

 基本理念 

Ⅰ 豊かな水環境の継承 

Ⅱ 健全な水循環の確保 

Ⅲ 水環境を介した地域社会の活性化 

基本方針 

１ 放射性物質による環境汚染からの水環境の回復 

２ 清らかで安全な水質の保全 

３ 水循環の保全による豊かな水量の確保 

４ 多様な生物が共生する､人々が親しむ水辺地の保全 

５ 水を大切にする心を育てる､水環境を守る活動の推進 

６ 水環境を守る調査研究の推進 

  

水質保全目標  目標達成のための総合的施策 

水質の 

項目別目標 

身近な 

水質の目標 

  

 施策の数値目標 
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２ 計画の進捗状況 

 (1) 水質保全目標の達成状況（詳細は資料３－３のとおり） 

ア 公共用水域の生活環境項目については、河川は目標値を達成している一方、

湖沼については達成率が低い。 

イ 公共用水域の健康項目については、目標値をほぼ達成している。 

ウ 地下水については、過去の汚染は残っているが、調査地点において新たな汚

染は見られなくなっている。 

 
 

 (2) 施策の数値目標の達成状況（詳細は資料３－４、３－５のとおり） 

各施策の達成状況にはばらつきが見られるが、水質汚濁の最大の原因である

生活排水への施策の目標である汚水処理人口普及率は増加しており、水質保全

目標の達成率を上げることにつながっている。 

 

３ 計画改定について 

今年度が本計画の期間の最終年度であること、本計画の上位計画である福島県総

合計画及び福島県環境基本計画の改定が進められていることから、上位計画との整

合を図り、施策や環境指標の見直しを行う必要がある。 
 

４ 次期計画について 

(1) 計画の位置付け 

  ア 当該計画は、県総合計画［環境と調和・共生する県づくり］における［豊か

な自然環境や美しい景観の保護・保全］を推進するための計画 

イ 県総合計画の部門別計画である福島県環境基本計画を推進するための個別計

画 

  ウ 水に関する施策の基本的な考え方を水循環の視点から示した『うつくしま

｢水との共生｣プラン」』など水環境に関連する他の計画と連携し、将来にわ

たって良好な水質を保全し、豊かな水環境を引き継いでいくための計画 

 

 (2) 計画期間 

   県総合計画や今年度見直しを予定している「福島県環境基本計画」との整合を

図りながら設定する。 
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(3) 基本的な考え方 

   これまでの施策を通じ、本計画の目指す水質保全目標については湖沼の生活環

境項目を除きほぼ達成し、県政世論調査結果においても「海や河川、湖沼などの

きれいさ」の満足度について、当該計画の策定時(平成７年度)の３４％、改定時

(平成２１年度)の３９％から令和２年度の５３％と上昇してきている。 

   一方、湖沼の生活環境項目については、上流に人為的な汚濁源がなく、自然に

少しずつ富栄養化が進んでいると考えられる湖沼がある一方、人為的な汚濁源の

割合が多い湖沼もある。 

   このような状況を踏まえ、次期計画においても、河川等の良好な水質を長期的

に維持するため、生活排水対策などを総合的に捉えた水環境保全のための取組を

県民、事業者、県及び関係市町村等が連携して、引き続き進めていくことを基本

的な考え方とする。 

   加えて、湖沼の水質改善については従来の施策の延長だけでは見込めないと考

えられることから、特に人為的な汚濁源が多いとみられる湖沼の流域について

は、各主体の施策のより効果的かつ総合的な取組について、検討を進める。 

 

５ 今後の予定 

 環境審議会 
その他 

全体会 第２部会 
２月 諮問 

現状と課題 
  

３月  施策の方向性の検討  
５月  計画骨子案  
７月  中間整理案  
８月   パブリックコメント 
９月 答申案の審議   
１０月 計画改定   

 
 


